
１　施策の名称等

施策名（基本事業）

2

3

２　施策の現状分析と意図

３　成果指標の達成状況

４　施策の達成状況

Ｂ：計画目標に向かって概ね順調

Ｃ：計画目標に向けて進捗はやや遅れている

Ｄ：計画目標に向け進捗は遅れている

施策の達成度 理由・問題点等 評価基準

Ａ
指導員も研修や経験を重ね、質の良い療育を提供できてい
る。今後も児童の成長のお手伝いができる環境を整備し、利
用者へ還元していく。

Ａ：計画目標に向けて順調に推移

目標値

進捗率

  

目標値

実績値

進捗率  

  

目標値

進捗率

未通所児童数 相談延件数（健診含む）

目標値  

実績値 667 888 890  

進捗率  

実績値 1,972 2,238 1,956

進捗率

実績値

 

 

実績値

通所児童数 延人数（市外含む）

目標値

施策の課題

新制度では相談及びカリキュラム作成部門と療育部門を別けて体制を作らなければなら
ないため、早急に新体制に向けて準備を進めている。児童のみならず障がい福祉全体が
同じ運用となるため、市役所内の連携をとり、民間を交えて名寄市の支援体系を作ってい
かなければならない。

 

成果指標 指標の説明 区分 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
目標年度
（   年度）

施策の対象、意図（誰、何をどの
ようにしたいのか）

発達の遅れや、障がいを持つ児童のハンディの軽減・改善を図るため、関係機関と連携
し、早期発見・早期療育が重要となっており、名寄市総合療育センターで実践している。

施策の現状（現状どのような手段
を講じているか）

市内保育所・幼稚園及び保健センターと連携し、支援の必要な児童の把握に努め、保護
者へアプローチしている。通所につながった児童については、良質な療育を行うため、定
期的に外部施設の専門支援を取り入れており、成果を上げている。又、未通所児童の相
談が増加傾向にあり、制度改正も行われていることから、現状の仕組みに遅れを取ること
の無いよう取り組んでいる。施設では下川町・美深町・音威子府村・中川町の受け入れも
行っている。

障がい児福祉の充実

総合計画の位置づけ
基本目標 安心して健やかに暮らせるまちづくり

主要施策 子育て支援の推進

平成25年度施策評価調書

整理番号 8

評価担当課 健康福祉部こども未来課
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５　今後の方向性

６　外部評価の意見等

７　2次評価の意見等

８　施策を構成する事務事業

（１）Ｈ24年度実施事業

妥当性 有効性 効率性 公平性 達成度 評価

1 a a a a a A 　

 　

 　

 　

 

（２）その他の取組（既に終了した事業や予算を伴わない取組等（１）以外の取組を記入してくだい。）

 

 

 

  

   

   

母子通園運営事業

療育が必要な児童が保護
者と通所し、療育を受けた
り、指導員が健診等へ出向
き相談業務を行う

24,901

   

指導員は研修や経験を重ね、質の良い療育を提供できている。今後も療育が必要な児童の成長を支援することができる環
境整備に努める。

事業
番号

事務事業名 事業の概要 H24決算額

1次評価
外部
評価

2次
評価

今後も、関係機関・団体が連携・役割分担をし、取組を継続していく。
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